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現
代
の
世
の
中
は
た
く
さ
ん
の
情
報

に
溢
れ
て
い
ま
す
。
紙
や
オ
ン
ラ
イ
ン
、

音
声
や
色
や
光
。
様
々
な
媒
体
の
そ
の

中
か
ら
、
正
し
い
も
の
を
見
つ
け
出
し
、

選
択
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
雑
誌
論
文
の
検
索
に
つ
い
て

み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
報
第３号
発行者

学校法人

了德寺大学

理事長

了德寺健二

図
書
館
用
語

雑
誌
の

ス
ス
メ

図
書
館
利
用
者
が
何
ら
か
の
事
項
に

つ
い
て
調
べ
た
い
と
き
、
図
書
館
員
が

そ
の
手
助
け
す
る
こ
と
で
す
。

関
す
る
情
報
が
載
っ
て
い
る
本
の
所

在
を
調
査
・
提
供
し
た
り
、
情
報
を
得

る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
利
用
方

法
を
説
明
し
た
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

参
考
業
務
と
も
い
い
ま
す
。

※
参
考
図
書

辞
典
、
事
典
、
地
図
、
人
名
録
な

ど
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
調
べ

る
場
合
に
便
利
な
よ
う
に
、
構
成
，

編
集
さ
れ
た
資
料
の
こ
と
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

Ｉ
Ｌ
Ｌ

In
te
rlib
raq
ry
Lo
a
n

の
略
で
，
図
書

館
間
相
互
貸
借
と
訳
さ
れ
ま
す
。
図
書

館
相
互
間
で
行
う
蔵
書
の
貸
借
ま
た
は

文
献
複
写
の
依
頼
・
受
付
の
こ
と
で
す
。

求
め
る
資
料
が
当
館
に
無
い
と
き
、

他
大
学
や
他
の
研
究
機
関
か
ら
取
り
寄

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
書
は
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
あ
り
ま

す
。
記
入
の
仕
方
な
ど
、
ご
不
明
な
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
届
く
ま
で
】

２
日
〜
一
週
間

【
料
金
】

複
写
料

(

平
均
１
枚
40
円)×

枚
数

+

郵
送
代
（
80
円
〜
）

第２回

印刷資料の速報性

図書 < 雑誌 < 新聞
出版物

図書 逐次刊行物

雑誌新聞年鑑その他

図
書
と
雑
誌
の
違
い
と
は
？

雑
誌
の
特
徴
は
「
速
報
性
」
に
あ
り

ま
す
。
周
期
的
に
刊
行
さ
れ
る
学
術
雑

誌
は
新
し
い
研
究
成
果
を
公
表
す
る
場

で
あ
り
、
ま
た
即
時
的
に
利
用
さ
れ
る

場
で
す
。
そ
の
た
め
種
類
に
よ
っ
て
は

速
さ
を
優
先
し
、
信
頼
性
に
乏
し
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

対
し
て
、
教
科
書
の
よ
う
な
図
書
は
、

「
信
頼
性
」
の
高
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

情
報
源
で
す
。
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
知
識
を
得
た
い
と
き
に
は
図
書
が
向

い
て
い
ま
す
。
で
す
が
頻
繁
に
改
訂
を

重
ね
る
こ
と
が
難
し
く
、
最
新
の
情
報

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味

で
速
報
性
に
欠
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
情
報
の
「
速
報
性
」
と

「
信
頼
性
」
は
相
反
関
係
に
あ
り
ま
す
。

情
報
の
質
の
違
い
を
知
り
、
目
的
に

合
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

論
文
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
は
、
図
書

と
な
ら
ん
で
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
、

記
事
が
重
要
な
参
考
文
献
と
な
り
ま
す
。

で
は
、
雑
誌
記
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
探
す
の
か
を

次
の
頁
か
ら
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図書館の雑誌は、大きく２種類に分けられます

学術雑誌 一般雑誌

一つのタイトルのもとに終期を予定せず、

巻次、年月次を追って継続刊行される出版物

1人、または複数の著者や編者によって書か
れた体系的に１冊（シリーズものは複数冊）
にまとめた完結した出版物

研
究
活
動
に
よ
り
生
産
さ
れ
消
費
さ
れ
る
情
報
の
こ
と
。

学
生
や
研
究
者
が
学
習
・
研
究
を
進
め
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

文
献
や
各
種
デ
ー
タ
を
意
味
し
ま
す
。

学
術
雑
誌
の
ほ
か
に
は
研
究
書
、
辞
書
・
辞
典
類
、
デ
ー
タ
集
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
。

【
学
術
情
報
の
特
徴
】

①
内
容
の
整
合
性
が
必
須

②
使
用
さ
れ
る
言
語
が
特
殊

③
内
容
の
新
奇
性
が
重
要

学術情報を掲載する雑誌。

研究発表の場として機能する。

「Science」「理学療法学」等

実用性・娯楽性が強い雑誌。

分野によっては重要な情報源となります。

「アエラ」「日経パソコン」「アサヒカメラ」等

学
術
情
報
と
は
？

論 文
の

探

し

方
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投
稿
さ
れ
た
論
文
を
同
分
野
の
研
究

者
が
読
み
、
新
規
性
、
独
創
性
、
会
議

や
雑
誌
へ
の
適
合
度
、
論
文
の
構
成
の

良
さ
な
ど
を
評
価
し
、
そ
の
論
文
を
雑

誌
に
掲
載
す
る
か
を
判
定
す
る
こ
と
。

査
読
は
、
研
究
者
間
に
流
通
す
る
情

報
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
保
つ
と
い
う
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

①登録（先取権の確立、公的報知）

②保存（永久的な保存、後世に伝える）

③認証（審査制による質の保証 →業績評価）

④報知（情報の流通、定期的刊行）

査
読
と
は

学
術
雑
誌
の
最
近

商
業
化
に
よ
る
価
格
上
昇

二
十
世
紀
半
ば
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画

等
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
よ
っ

て
研
究
者
が
急
増
、
競
争
が
激
化
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
論
文
数
、
雑
誌
タ
イ
ト
ル
の

数
も
増
加
し
、
学
会
だ
け
で
は
需
要
に
追

い
つ
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
商

業
出
版
社
が
進
出
し
て
き
ま
す
。
も
と
も

と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
重
視
す
る
学
術
雑

誌
同
士
は
互
い
に
代
替
で
き
ず
、
非
競
争

的
な
市
場
で
す
。
営
利
目
的
の
商
業
出
版

社
に
独
占
さ
れ
、
価
格
は
現
在
も
上
が
り

続
け
て
い
ま
す
。

各
国
の
大
学
図
書
館
で
学
術
雑
誌
の
受

入
数
が
減
少
し
、
そ
れ
が
更
な
る
価
格
高

騰
を
招
き
、
ま
た
購
読
者
の
減
少
は
研
究

成
果
の
イ
ン
パ
ク
ト
低
下
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

シ
リ
ア
ル
ズ
ク
ラ
イ
シ
ス
＝
雑
誌
の
危

機
と
、
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
。

刊
行
後
す
ぐ
24
時
間
複
数
の
人
が
読
む

こ
と
が
で
き
、
検
索
機
能
や
参
考
文
献
の

リ
ン
ク
等
、
機
能
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
必
ず
冊
子
で
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
す

る
と
言
う
研
究
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
新
た
な
研
究
テ
ー
マ
を
探
す
の
に
は
冊

子
が
最
適
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

１
月
よ
り
外
国
雑
誌
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
タ
イ
ト
ル
が
増
え
ま
す
。
閲
覧
方
法
も

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
冊
子
か
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

論文の種類

研
究
室
・
ゼ
ミ
で
の
レ
ポ
ー
ト

レ
タ
ー
論
文

原
著
論
文

レ
ビ
ュ
ー
論
文

大
系
書

教
科
書

↑情報の信頼性

多
く
は
、
学
会
に
お
け
る
発
表
の
予
稿
で
す
。

約
２
０
０
〜
３
０
０
語
の
中
で
、
研
究
の
目
的
、
研
究
方
法
、

結
果
、
結
論
を
簡
潔
か
つ
的
確
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

学
会
誌
等
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
成
果
の
優
先
権
を
得
た
い
と
き
、
取
り
合
え
ず
簡
潔
に
ま

と
め
て
発
表
す
る
論
文
の
こ
と
。
速
報
性
重
視
の
た
め
査
読
期

間
も
短
い
た
め
原
著
論
文
に
比
べ
信
頼
性
は
弱
い
で
す
。

学
会
抄
録
（
会
議
録
）

一般に原著論文は、

①目的：object（研究の目的や背景）

②背景：background

③手法：method（どのような手法・方法を用いて調査・実験を行ったか）

④結論：result, outcome, conclusion

（調査・実験の結果を踏まえ、著者が下した結論・見解）

⑤参考文献：reference

このような構成で出来ています。

内容を抑えるには①目的と④結論を読みましょう。

本文の前に、「要旨」（Abstract）で概要趣旨を説明する論文もあります。

①目的は、「はじめに」「緒言」「研究目的」と表現されている場合が多く、

英語論文では、「introduction」「objective」などと表現されています。

④結論は、「考察」と表現されている場合もあれば、「おわりに」と表記

されている場合もあり、英語論文では、主に「conclusions」です。

原著論文の構成と読み方

一
般
に
論
文
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
多
く
は
、
こ
の
原
著
論
文

の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
る
媒
体
は
主
に
学
術

雑
誌
で
す
。
目
的
・
手
法
・
結
果
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
新
規
性
と
独
創
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
る
に
は
査
読
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
権
威
の
あ

る
雑
誌
ほ
ど
査
読
が
厳
し
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

査読により

誤った情報は

ふるい落とされます

あ
る
分
野
や
テ
ー
マ
に
関
わ
る
原
著
論
文
を
収
集
し
、
そ
れ

ら
を
要
約
し
た
う
え
で
、
問
題
の
整
理
や
評
価
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
論
文
で
す
。

特
定
の
分
野
や
テ
ー
マ
の
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
分
野
の
最
新
情
報
を
勉
強
す
る
時
に
適
し
て
い
ま
す
。

学術雑誌の４機能

学術雑誌の歴史は1665年、
「Philosophical Transactions」と
「Journal des Savans」の2誌からはじまりました。

350年前！

論
文
は
研
究
者
の
目
的
や
優
先
さ
れ

る
要
素
に
よ
っ
て
、
そ
の
種
類･

形
態

は
様
々
で
す
。

執
筆
さ
れ
た
学
術
論
文
は
学
術
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
投
稿
さ
れ
た
全

て
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
査
読
（
※
）
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
会
抄
録
は

学
会
誌
等
に
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
原
著

論
文
ま
で
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
で
す
が
、
今
ま
で
に
ど
ん
な
研
究

が
為
さ
れ
た
か
を
知
る
た
め
の
重
要
な

情
報
源
で
す
。

※
下
記
参
照

雑誌論文の
検索方法

●レポートのテーマから関連する

文献を探していく方法

●教科書や手持ちの資料の参考文献

を探す方法

を紹介します。

探
し
方

文
論

の

書誌事項とは
文献を特定するための情報を書誌事項と呼びます。

図書では著者、書名、出版社、出版年。

雑誌論文では著者、論文名、掲載雑誌名、

掲載雑誌の巻、号、出版年のことです。

データベースで全文を読む

ことができる文献は限られて

います。書誌事項から文献の

所在を探していきましょう。

図書館蔵書検索は学内ＰＣで

http://lib.ryotokuj i-u.ac.jp/jhkweb_jpn/

から利用できます。

書誌事項から

探す

あるとき

ないとき

文献複写依頼

（利用方法はp.1参照）

医中誌web
国内医学文献の抄録データベース。

WebcatやCiNiiとリンクできる。
PCルームでのみ閲覧できます。

Google(Scholar)等

データベースで

論文タイトルを検索してみる

テーマから探す

蔵書検索（OPAC）にて

了徳寺大学にあるか調べる

出版社のHPや

CiNii、J-STAGEで

全文公開されている

論文もあります

レポートや論文を書く際に

関連論文を集めたいとき

手元の資料の参考文献を

集めたいとき

CiNii（GeNii）
国内外の学術雑誌、研究紀要の文

献情報等が検索できる。日本語の
論文が中心。直接閲覧できるもの
も有。GeNiiは国立情報学研究所の

各種サービスを一括検索できる。

雑誌タイトルや巻号、

ページ数が分っている

分からない

雑誌の棚へ

国内雑誌は分野ごとにあいうえお順、

外国雑誌はまとめて

アルファベット順に並んでいます。

2007年から国内の主要な学術雑誌の文献がGoogle

から検索できるようになりました。CiNiiや医中誌web

等のデータベース,また各オンラインジャーナルの文

献の多くを検索できるようになっています。

GoogleScholarは関連性順の並び、また引用関係や他

の論文に引用された回数の表示等多機能、何より日常

の慣れた検索方法なので使いやすいです。

ですがまだ完全ではないので取りこぼしも少なくあ

りません。Googleで検索結果に出なかったものはCiNii

や医中誌webで再検索しましょう。

２日～1週間程で

届きます

Get!

Get!

全文掲載なし

Get!

学会抄録や、

著作権処理をされ

た論文等は無料で

ネット公開されて

います。

紹介状を持って

他図書館・機関を訪問する

または
Get!

紹介状の申請について

各大学・機関によって利用の際に紹介状の必要な所と

不要な所があります。各図書館のホームページに利用案

内が掲載されています。確認してから紹介状交付の申請

をしましょう。（ ※訪問予定日の5日前までの受付です）

地域の公共図書館は紹介状が不要ですが、利用に制限が

ある場合があります。予め調べてから訪問しましょう。

はじめはGoogleから

Googleで英語論文も読みましょう

英語論文は時間もかかって大変･･･

ですが、学術研究は日々世界中で更新

されています。新しい情報を得るた

めに学術雑誌の多数を占める英語論文

がやはり必要です。Googleで検索した

時に「このページを訳す」をクリック

すればGoogle翻訳ページにリンクします。全文や抄録を簡易翻訳で読ん

で概要を把握し、論文や研究の参考となる文献を探しましょう。

書誌情報が誤っ

ていると文献まで辿り
着けません。必ず確認
してから各申込を

行いましょう。

こ
こ

Google Scholar
Google社による学術論文検索サー
ビス。他データベースとリンクで
きる。 ※下記をご参考ください。

で

す

J-STAGE
学会誌等のデータベース。PDFで

直接閲覧できるものも多数有。報
告書などの横断検索も。
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Teacher's
Bookshelf

診
と
は
、
手
を
用
い
て
、
体
表
面

に
様
々
な
圧
力
を
与
え
、
皮
下
に

あ
る
組
織
の
形
、
大
き
さ
、
硬
さ
、
位
置
、

固
有
の
運
動
性
な
ど
の
識
別
に
役
立
て
る
こ

と
に
よ
り
、
正
常
な
皮
膚
お
よ
び
軟
部
組
織
、

骨
、
ま
た
は
皮
下
に
存
在
す
る
器
官
の
異
常

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
評
価

で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
科
学
部
で
は
、
解
剖
学
・
生
理
学
・

運
動
学
な
ど
の
科
目
は
初
年
時
か
ら
学
び
ま

す
。
そ
の
知
識
は
、
臨
床
医
学
な
ど
の
土
台

と
な
り
ま
す
。
触
診
技
術
も
同
様
に
こ
れ
ら

の
基
礎
知
識
が
必
要
条
件
と
な
り
、
そ
の
知

識
を
も
と
に
体
表
か
ら
実
際
に
「
触
診
す
る
」

と
い
う
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
「
触
診

す
る
」
た
め
に
は
、
ま
ず
机
上
課
題
で
あ
る

起
始
・
停
止
・
走
行
な
ど
を
知
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
解
剖
学
実
習
な
ど

か
ら
生
体
組
織
を
三
次
元
的
に
理
解
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
体
表
か
ら

の
目
で
は
十
分
に
確
認
で
き
な
い
何
層
に
も

重
な
り
合
う
構
造
の
生
体
を
「
触
診
す
る
」

た
め
、
正
確
に
「
触
診
す
る
」
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

書
で
は
、
体
表
か
ら
触
診
可
能
な
骨
・

靭
帯
・
筋
・
腱
・
血
管
・
神
経
に
つ

い
て
、
構
造
学
的
説
明
に
続
き
、
各
触
診
部

位
に
つ
い
て
写
真
・
図
を
多
く
使
用
し
て
触

診
の
方
法
が
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

触
診
透
過
図
や
筋
図
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
理
解
が
深
ま
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
各
触
診
部
位
の
臨
床

的
に
持
つ
意
味
を
「
ク
リ
ニ
カ
ル
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
触
診

方
法
か
ら
臨
床
応
用
ま
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
本
で
あ
り
、
学
生
時
代
か
ら
卒
後
ま
で
使

用
で
き
る
一
冊
（
上
・
下
巻
）
だ
と
思
い
ま

す
。最

後
に
、
触
診
技
術
向
上
の
も
う
一
つ
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
正
常
な
状
態
を
知
る
」
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
正
常
な
状

態
を
知
る
」
一
番
の
近
道
は
学
生
時
代
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
正
常
な
状
態
を

持
つ
生
体
を
触
診
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
同
じ
道
を
志
す
集
団
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
授

業
で
の
実
技
な
ど
時
間
を
大
切
に
充
実
し
た

学
生
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

触診機能解剖
カラーアトラス
（上・下）

竹井仁著 岸清監修（文光堂）
ISBN:9784830643453

触

理学療法学科

髙梨晃 先生

本
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「
コ
ー
チ
」
、
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
と
い
う
言

葉
の
語
源
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
「K

o
cs

」
で
あ

コ

チ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。K

o
c
s

村
で
は
四
輪
の
旅

客
用
馬
車
を
製
造
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
大

切
な
人
を
そ
の
人
が
望
む
と
こ
ま
で
送
り
届
け

る
」
と
い
う
動
詞
の
意
味
が
生
ま
れ
た
そ
う
で

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
、
選
手
が
本
来

持
っ
て
い
る
能
力
や
可
能
性
を
引
き
出
す
と
い

う
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

本
書
の
著
者
は
清
宮
克
幸
氏
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
に
身
を
お
く
人
間
と
し
て
、
氏
の
名

前
を
知
ら
な
い
者
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
２
０
０

１
年
に
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
監
督
と
し

て
就
任
後
、
長
年
低
迷
し
て
い
た
同
チ
ー
ム
を

２
０
０
３
年
に
は
13
年
ぶ
り
の
大
学
選
手
権
優

勝
に
導
き
、
ま
た
２
０
０
５
年
、
２
０
０
６
年

に
は
31
年
ぶ
り
の
大
学
選
手
権
連
覇
を
達
成
す

る
な
ど
、
大
学
ラ
グ
ビ
ー
界
最
強
の
チ
ー
ム
に

成
長
さ
せ
た
。
ま
た
２
０
０
６
―
２
０
０
７
年

シ
ー
ズ
ン
よ
り
現
在
ま
で
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
サ

ン
ゴ
リ
ア
ス
の
監
督
と
し
て
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
率
い
、
そ
の
活
躍
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

書
で
は
、
清
宮
氏
の
常
に
ぶ
れ
な
い
コ
ー

チ
ン
グ
理
論
・
哲
学
を
か
い
ま
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
け
る
「
周
辺

視
」
、
「
目
的
の
明
確
化
」
、
「
人
材
の
適
材

適
所
」
、
「
目
標
の
数
値
化
」
、
「
競
争
と
同

士
愛
」
そ
し
て｢

場｣

の
重
要
性
、
さ
ら
に
セ
オ

リ
ー
を
重
要
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
こ
だ
わ

り
を
み
せ
な
い
柔
軟
な
姿
勢
の
大
切
さ
が
示
さ

れ
、
な
お
か
つ
そ
れ
は
大
学
選
手
権
３
度
の
優

勝
と
い
う
結
果
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

優
れ
た
コ
ー
チ
ン
グ
能
力
は
ス
ポ
ー
ツ
現
場

の
コ
ー
チ
に
の
み
で
は
な
く
、
教
育
者
に
と
っ

て
も
必
要
な
要
素
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

個
人
や
集
団
を
ま
と
め
て
目
標
達
成
へ
と
導
く

こ
と
の
難
し
さ
は
、
私
が
記
す
ま
で
も
な
い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
コ
ー
チ
ン
グ
能
力
は
自

ら
の
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
に
よ
り
身
に
つ
け
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
読
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
日
本
有

数
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
の
考
え
に
触
れ
る
こ
と

は
、
自
身
の
経
験
知
の
み
に
よ
る
コ
ー
チ
ン
グ

に
対
す
る
考
え
に
一
石
を
投
じ
、
さ
ら
に
深
い

思
考
へ
と
導
く
有
意
義
な
機
会
に
な
る
と
信
じ

て
い
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
は
学
者
が
科
学

的
手
法
に
よ
り
得
た
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
ス
ポ
ー

ツ
現
場
」
で
生
ま
れ
た
「
清
宮
」
理
論
で
あ
る
。

本
に
読
ま
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で

そ
の
内
容
を
消
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
方

で
、
本
書
は
読
書
経
験
の
少
な
い
学
生
に
多
大

な
挑
戦
を
強
い
る
類
の
本
で
は
な
い
。
軽
い
気

持
ち
で
手
に
と
っ
て
欲
し
い
。
特
に
、
指
導
者

と
し
て
将
来
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
希
望
す
る
学
生
に
は
同
書
を
一
読
さ
れ
る
こ

と
を
推
奨
し
ま
す
。

書
は
、
学
部
を
問
わ
ず
学
生
に
お

薦
め
し
た
い
図
書
で
す
。
推
薦
す

る
理
由
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
め
の
理
由
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

の
広
範
囲
の
読
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、

生
活
に
役
立
つ
微
生
物
の
知
識
が
絵
本
と
し

て
書
か
れ
て
い
る
点
で
す
。
つ
ま
り
、
芸
術

学
部
の
学
生
で
も
、
健
康
科
学
部
の
学
生
で

も
、
短
時
間
に
気
軽
に
読
書
す
る
こ
と
が
で

き
、
生
活
に
役
立
つ
必
要
最
低
限
の
微
生
物

の
知
識
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
食
中

毒
や
破
傷
風
、
肺
炎
、
胃
潰
瘍
、
エ
イ
ズ
な

ど
、
名
前
は
知
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
常
生
活
で
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら

が
感
染
し
、
ど
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
、
ど

の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
良
い
の
か
は
、
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
か
と
思
い
ま
す
。
絵
本

で
す
の
で
、
大
変
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

二
つ
め
の
理
由
は
、
微
生
物
の
人
間
に
対

す
る
悪
業
の
み
を
記
し
て
い
な
い
点
で
す
。

そ
も
そ
も
微
生
物
は
人
間
に
悪
さ
を
し
よ
う

と
企
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
生
活
し

て
い
た
ら
、
偶
然
、
人
間
に
悪
さ
を
し
て
し

ま
っ
た
。
」
と
い
う
の
が
微
生
物
た
ち
の
本

音
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら

は
人
間
に
善
業
も
施
し
て
い
ま
す
。
ペ
ニ
シ

リ
ン
と
い
う
抗
生
物
質
も
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

酵
母
が
な
け
れ
ば
パ
ン
や
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン

が
で
き
ま
せ
ん
。
醤
油
、
味
噌
、
チ
ー
ズ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
も
微
生
物
の
助
け
を
借
り
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
健
康
食
品
で
お
な
じ
み

の
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
は
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

三
つ
め
の
理
由
は
、
も
う
数
年
も
経
つ
と
、

親
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
学
生
に
、
子
供
へ

の
教
育
本
と
し
て
、
こ
の
絵
本
を
紹
介
し
た

い
点
で
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
本
の
著
者
は

ノ
ー
ベ
ル
生
理
・
医
学
賞
の
受
賞
者
で
す
。

彼
は
、
自
分
の
子
供
を
寝
か
し
つ
け
る
時
に

「
目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生
き
物
の
お
は
な

し
」
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
、
そ

の
子
供
た
ち
も
親
に
な
り
、
同
じ
話
を
孫
に

も
と
い
う
運
び
で
、
こ
の
絵
本
が
で
き
た
そ

う
で
す
。
も
う
す
ぐ
社
会
人
と
な
る
皆
さ
ん

が
「
子
供
の
教
育
」
に
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
に
、
こ
の
絵
本
が
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

挿
絵
や
顕
微
鏡
写
真
も
楽
し
め
ま
す
。
短

時
間
の
読
み
き
り
本
で
す
。
こ
の
絵
本
を
見

つ
け
た
際
に
は
、
是
非
、
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

医学教育センター

横井麻理 先生

整復医療トレーナー学科

越田専太郎 先生

本

最強のコーチング

清宮克幸著（講談社＋α新書）
ISBN： 9784062723701

ミ
ク
ロ
の
世
界
の
仲
間
た
ち

―
微
生
物
の
ふ
し
ぎ
な
お
は
な
し

ア
ー
サ
ー
・
コ
ー
ン
バ
ー
グ
著

宮
島
郁
子
訳

（
羊
土
社
）

ISBN:9784758107266

本



著
作
権
は
、
知
的
財
産
権
の
う
ち
の

一
つ
で
す
。
知
的
財
産
権
と
は
、
知
的

な
創
作
物
を
創
り
出
し
た
人
に
対
し
て

付
与
さ
れ
る
、
「
他
人
に
無
断
で
使
用

さ
れ
な
い
」
権
利
の
こ
と
で
す
。
そ
の

中
に
は
特
許
権
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。特

許
は
知
っ
て
い
て
も
、
著
作
権
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
…
と
い
う
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
知
的
財
産
権

で
も
、
特
許
と
著
作
権
は
大
き
く
違
い

ま
す
。
ま
ず
、
特
許
は
産
業
的
創
作
物

に
、
著
作
権
は
文
化
的
創
作
物
に
与
え

ら
れ
ま
す
。
特
許
の
対
象
は
ア
イ
デ
ィ

ア
で
あ
り
、
著
作
権
の
対
象
は
表
現
で

す
。
ま
た
、
特
許
が
審
査
登
録
主
義
な

の
に
対
し
て
、
著
作
権
は
無
方
式
主
義

で
あ
り
、
申
請
無
し
で
創
作
し
た
そ
の

時
点
か
ら
権
利
が
発
生
し
ま
す
。
し
か

も
そ
れ
は
公
表
・
非
公
表
に
関
わ
ら
ず
、

個
人
の
日
記
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
護
期
間
の
長
さ
を
み
て
も
、
著
作

権
の
重
要
性
、
有
用
性
が
伺
え
ま
す
。

他
人
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
た
め
に
も
、

ま
た
自
分
の
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、

著
作
権
の
対
象
、
ま
た
そ
の
内
容
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

著
作
物
＝

「
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表

現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
芸
、

学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の
範
囲

に
属
す
る
も
の
」

著
作
権
は
、
「
著
作
者
の
権
利
（
著

作
権
）
」
と
、
「
著
作
隣
接
権
」
に
分

か
れ
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）
。

「
著
作
隣
接
権
」
は
、
著
作
物
な
ど
を

人
々
に
「
伝
達
し
た
者
」
に
与
え
ら
れ

る
権
利
で
す
。
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著
作
権
、

知
っ
て
い
ま
す
か
？

著
作
権
と
特
許
権
の
違
い
は
？

著作権 特許権

制度の目的 文化の発展
産業の発展（公開と保護
による発明の奨励）

保護の対象 表現 アイディア

権利の内容 相対的な独占権、人格権 絶対的な独占権

保護を受けるため
の要件

創作性
創作性（独創性）、新規性
進歩性、産業上の利用可能性

保護を受けるため
の手続き

無方式主義 方式主義（審査登録主義）

保護期間 著作者の死後50年 出願から20年

たとえば、

ブログで公開する、

オリジナルケーキのレシピ。

作り方＝ 方法（アイディア）、

文面・写真＝ 表現

となります。

アイディアと表現

の違い？？

著
作
物
と
は
？

著作権

著作者の権利

（著作権）

著作人格権

著作権（財産権）

実演家等

の権利

実演家人格権

著作隣接権（財産権）

【著作権制度の構成図】

さ
ま
ざ
ま
な
著
作
権

・実演家：俳優、歌手など実演を行うもの

実演を指揮・演出するもの

・レコード製作者

・放送事業者・有線放送事業者

※それぞれの持つ権利は異なります。

著作物を創造する者 ＝ 著作者 ＝ 著作権者
著
作
者
と
は
？

著
作
者
と
は
、
「
著
作
物
を
創

造
す
る
人
」
の
こ
と
で
す
が
、
小

説
家
や
画
家
、
作
曲
家
な
ど
の
創

作
活
動
を
職
業
と
す
る
人
だ
け
に

限
り
ま
せ
ん
。
作
文
や
レ
ポ
ー
ト

を
書
い
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
す

れ
ば
、
そ
の
創
作
し
た
人
は
著
作

者
と
な
り
ま
す
。
上
手
い
か
下
手

か
と
い
う
こ
と
や
、
芸
術
的
な
価

値
な
ど
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
手
紙
や
日
記
な
ど
、
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
非
公
開
の
創
作

に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

著
作
権
は
創
作
さ
れ
た
時
点
で

自
動
的
に
付
与
さ
れ
ま
す
。
権
利

を
得
る
た
め
の
手
続
き
は
一
切
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

著作隣接権の対象

知的財産権

著作権

産業財産権

その他

著作者の権利

著作隣接権

特許権

実用新案権

意匠権

商標権

※
単
な
る
デ
ー
タ
や
事
実
、
他
人
の
模

倣
、
工
業
製
品
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

【著作権と特許権を比較】

著
作
者
人
格
権
と
は
、
著
作
者
の
人

格
的
利
益
を
守
る
権
利
で
あ
り
、
精
神

的
に
傷
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
権
利
で
す
。
著
作
権
（
財
産
権
）

と
は
経
済
的
に
損
を
し
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
権
利
で
す
。

著
作
権
法
上
の
権
利
に
は
一
定
の
存

続
期
間
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
期

間
を
保
護
期
間
と
い
い
ま
す
。

著
作
者
等
に
権
利
を
認
め
保
護
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
一
方
、
一
定
期
間

が
経
過
し
た
著
作
物
に
つ
い
て
は
、
そ

の
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
全
体
の
共
有
財
産
と
し
て
自
由
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
た
め
で
す
。

他
人
の
著
作
物
（
本
や
Ｃ
Ｄ
、
放
送

番
組
等
）
を
コ
ピ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
送
信
な
ど
の
方
法
で
利
用
す
る
に
は
、

原
則
と
し
て
権
利
者
の
了
解
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
了
解
の
こ
と
を
、

著
作
権
法
で
は
「
許
諾
」
と
い
い
ま

す
。上

記
の
様
々
な
権
利
で
著
作
者
は
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
逆
に
言
え
ば
許

諾
を
取
り
さ
え
す
れ
ば
何
で
も
行
え
る

と
い
う
の
が
著
作
権
の
世
界
で
す
。

こ
の
図
書
館
報
の
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５

ペ
ー
ジ
に
は
本
の
表
紙
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
の
表
紙
は
著
作
物
で

す
が
、
著
作
権
者
に
許
諾
を
取
る
こ
と

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

た
だ
、
必
ず
し
も
許
諾
が
必
要
と
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
期
間

の
切
れ
て
い
る
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
下
記
の
よ
う
に
例
外
的
に

無
断
使
用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
言
論
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い

て
も
「
名
誉
毀
損
」
が
許
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
権
利
に
は
「
公
共
の
福
祉
」
や

「
他
人
の
別
の
権
利
」
と
の
間
で
制
限

や
例
外
が
設
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
著
作
権
法
に
も
「
例
外
規
定
」

が
あ
り
、
そ
の
場
合
権
利
者
の
許
諾
を

得
ず
に
無
断
で
利
用
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
宅
で
テ
レ
ビ
番
組
を
録
画

し
て
観
る
場
合
の
ほ
か
に
、
図
書
館
内

で
の
コ
ピ
ー
、
授
業
で
配
ら
れ
る
コ
ピ
ー

は
こ
の
例
外
に
あ
た
り
ま
す
。
教
育
や

福
祉
な
ど
、
公
益
に
従
事
す
る
人
は
こ

う
し
た
例
外
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
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著
作
権
の
内
容

公
表
権

無
断
で
公
表
さ
れ
な
い
権
利

氏
名
表
示
権

著
作
者
名
を
表
示
す
る
か
（
実
名

か
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
し
な
い
か
を
決

め
る
権
利

同
一
保
持
権

自
分
の
意
に
反
し
て
無
断
で
改
変

さ
れ
な
い
権
利

（
複
製
に
関
す
る
権
利
）

複
製
権

印
刷
、
写
真
、
複
写
、
録
音
等

（
公
衆
に
対
し
て
提
示
す
る
権
利
）

上
演
・
演
奏
権
、
上
映
権
、

公
衆
送
信
権
、
公
の
伝
達
権
、

口
述
権
、
展
示
権

（
複
製
物
を
利
用
す
る
権
利
）

頒
布
権
、
譲
渡
権
、

貸
与
権

（
著
作
物
の
二
次
利
用
に
関
す
る
権
利
）

翻
訳
権
、
翻
案
権
な
ど

それぞれの権利についての

詳しい内容は、文化庁ＨＰ を

ご覧ください。

www.bunka.go.ji/chosakuken/index.html

文化庁著作権課

著
作
権
（
財
産
権
）

※
「○
○
権
」

=

無
断
で
○
○
さ
れ
な
い
権
利

著
作
人
格
権

著
作
権
の
保
護
期
間
は

ど
の
く
ら
い
？

著
作
人
格
権

著
作
権
（
財
産
権
）

著
作
者
の
生
存
し
て
い
る
期
間

（
死
亡
す
れ
ば
権
利
も
消
滅
）

他
人
の
著
作
物
を
利
用
す
る
に
は

例
外
的
に
無
断
使
用
が
で
き
る
場
合

・
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製

・
図
書
館
に
お
け
る
複
製

・
引
用

・
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
に

お
け
る
複
製
・
公
衆
送
信

・
試
験
問
題
と
し
て
の
複
製
等

・
点
字
に
よ
る
複
製
等

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
上
演
等

・
裁
判
手
続
き
等
に
お
け
る
複
製

な
ど

図書館でのコピー
（了德寺大学附属図書館）

各図書館で利用方法、制限は異なります。

①著作物の一部分のみ

・少なくとも半分を超えないこと

・発行後相当期間※経過した雑誌の場合は

例外的に個々の論文を全部コピー可

（※次号の刊行後、あるいは刊行後３ヶ月）

②一人につき一部のみ

◎必ず複写申込書に記入してください。
※映画の盗撮は私的使用の目的であっても禁止されています

レポート等に引用として利用
他人の著作物を複製、口述等により

「引用」する場合

①引用する部分が明確に区別されていること

※コピペレポートは複製です

②引用の目的上「正当な範囲内」であること

（必然性があること）

③公表された著作物であること

④出所の明示が必要
私的使用のための複製
家庭内などで自由に

著作物が利用できる場合

①家庭内など限られた範囲内での使用

②仕事以外の目的であること

③使用する本人がコピー

④店頭にあるダビング機を用いない

（コンビニ等のコピー機はいまのところ可）

⑤コピープロテクションを解除してコピー

するものではないこと

合
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

「
例
外
」
の
著
作
権
制
限
で
す
。
通
常
、

公
益
の
た
め
の
費
用
は
税
金
で
ま
か
な

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
権
利
者
個

人
に
負
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

必
要
最
小
限
の
使
用
に
と
ど
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
規
程
の
条
件
を
厳
格
に

満
た
す
こ
と
が
必
須
で
す

著
作
物
の
創
作
時
か
ら

著
作
者
の
死
後
50
年
ま
で

※
場
合
に
よ
り
例
外
も
あ
り
ま
す

映
画
は
公
表
後
70
年

等



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
の
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
は

と
て
も
便
利
で
今
や
手
放
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
情
報
を

収
集
し
、
整
理
・
解
析
、
そ
し
て
私
た

ち
が
欲
し
い
情
報
の
検
索
結
果
を
表
示

し
て
く
れ
ま
す
が
、
現
行
法
で
は
著
作

物
の
権
利
者
に
無
断
で
検
索
用
サ
ー
バ
ー

に
著
作
物
を
保
存
し
た
り
、
編
集
す
る

こ
と
は
違
法
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

国
内
向
け
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
も
サ
ー
バ
ー
自
体
は

海
外
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
版
グ
ー
グ
ル
で
検

索
す
る
と
国
際
回
線
で
ア

メ
リ
カ
の
グ
ー
グ
ル
本
社

の
サ
イ
ト
で
処
理
さ
れ
、

日
本
に
戻
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。

改
正
後
は
こ
の
情
報
検

索
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
行

為
は
、
著
作
権
者
の
許
諾

を
得
な
く
て
も
可
能
と
な
り
ま
す
（
条

件
付
き
）
。
こ
れ
に
よ
り
国
内
で
も
安

心
し
て
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
産
業
省
の

「
情
報
大
航
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
、

次
世
代
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
加
速
す
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
海
賊
版
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
一
般
的
に
、
著
作
権
法
に

違
反
し
て
コ
ピ
ー
さ
れ
た
音
楽
Ｃ
Ｄ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
放
送
番
組
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

な
ど
の
こ
と
で
す
が
、
最
近
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
不
特
定
多
数
の
人
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
公
開
さ

れ
、
正
規
品
を
圧
迫
す
る
ほ
ど
の
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
現
在
、

私
的
使
用
目
的
で
の
複
製
は
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が

改
正
後
の
著
作
権
法
で
は
、
違
法
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
音
楽
・
映

像
を
違
法
と
知
り
な
が
ら
複
製
す
る
こ

と
は
、
私
的
使
用
目
的
で
あ
っ
て
も
権

利
侵
害
と
な
り
ま
す
。
違

法
な
著
作
物
の
流
通

を
抑
止
し
、
正
規
ビ

ジ
ネ
ス
の
成
長
と
権

利
者
へ
の
適
切
な
利

益
還
元
を
促
進
す
る

た
め
の
改
正
で
す
。

法
改
正
の
そ
の
前

に
、
著
作
権
者
の
権

利
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
考
え
、
尊
重
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

ウ
ェ
ブ
時
代
に
関
わ
る
改
正
が
も
う

ひ
と
つ
。
「
国
会
図
書
館
に
お
け
る
所

蔵
資
料
の
電
子
化
」
で
す
。

現
在
、
国
会
図
書
館
の
「
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
著
作
権

保
護
期
間
を
満
了
し
た
明
治
期
・
大
正

期
刊
行
図
書
15
万
６
千
冊
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
行
法
で
は
、
著
作
権
保
護
期
間
の

切
れ
た
も
の
・
許
諾
等
処
理
を
行
っ
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
損
傷
・

劣
化
し
た
資
料
の
保
存
の
た
め

の
電
子
化
の
み
可
能
で
し
た
。

こ
れ
が
１
月
か
ら
の
法
改
正

に
よ
り
国
会
図
書
館
に
お
い

て
は
、
所
蔵
資
料
を
納
本
後

直
ち
に
（
許
諾
な
し
に
）
電

子
化
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
出
版

物
が
納
本
直
後
の
良
好
な
状

態
で
文
化
的
遺
産
と
し
て
保
存

さ
れ
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

改
正
後
も
閲
覧
や
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
運
用
は
現
行
法
に
基
づ
い
て
な
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
を
ネ
ッ
ト
で
有
料
配
信

を
行
お
う
と
い
う
構
想
が
11
月
４
日
、

国
立
国
会
図
書
館
（
長
尾
真
館
長
）
と
、

出
版
４
６
２
社
で
つ
く
る
「
日
本
書
籍

出
版
協
会
」
、
作
家
ら
で
組
織
す
る

「
日
本
文
芸
家
協
会
」
の
３
者
で
協
議

さ
れ
ま
し
た
。
来
年
４
月
に
は
具
体
的

な
提
言
が
公
表
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

国
会
図
書
館
長
尾
真
館
長
は
会
見
で
、

「
こ
れ
ま
で
は
書
籍
を
読
み
た
い
人
は

図
書
館
に
来
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
遠
く
の
方
々
に
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
に
な
っ
て
い
た
。
国
会
図
書
館
の
持
っ

て
い
る
膨
大
な
資
料
や
情
報
、
出
版
活

動
の
成
果
を
日
本
中
の
方
々
に
く
ま
な

く
享
受
し
て
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム
に

…
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

著
作
者
の
権
限
制
限
に

も
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
、
ま
た

出
版
者
の

受
益
面
か

ら
も
課
題

は
多
く
残

り
ま
す
。

雑
誌
特
集
で
も
触
れ
ま
し
た
が
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
は
、
リ
ン
ク
↓
リ
ン
ク

↓
リ
ン
ク
で
参
考
文
献
を
ど
ん
ど
ん
読

み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク

リ
ッ
ク
一
つ
で
新
し
い
情
報
が
際
限
な

く
入
手
で
き
、
と
て
も
便
利
で
す
。
で

す
が
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
知
識

を
得
た
い
と
き
に
は
、
や
は
り
紙
の
本

が
向
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
著
者
が
膨

大
な
資
料
か
ら
調
査
し

た
情
報
が
読
み
や
す
く
手
の
平
に
収
ま

る
量
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
は
中
立
の

価
値
判
断
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
校
正
や
査
読
を

受
け
な
い
ま
ま
の
編
著
者
自
身
の
意
見

に
偏
っ
た
情
報
が
多
く
流
通
し
て
い
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
自
由
に
執

筆
・
編
集
で
き
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
百

科
事
典
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
に
対
し

て
も
そ
う
い
っ
た
注
意
が
必
要
で
す
。

第３号 了德寺大学図書館報

平成２２年１月から

著作権法の一部が改正されます。

インターネットの普及等で

目まぐるしく変化する生活に伴い、

著作権法も一緒に変わっていきます。

身近なものについて考えてみましょう。

正

著作 権 法 の 改

＞

グ
ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
禁
止

携帯電話向け音楽配信からの

年間ダウンロード曲数

違法

約４億曲

正規

約３億３千万曲

(社)日本レコード協会調査

多
す
ぎ
る
情
報
量

紙
で
読
む
か
、
電
子
を
読
む
か
。

次
号
は

「
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」

「
１
冊
の
本
が
で
き
る
ま
で
」

を
特
集
予
定
で
す
。

取
材
協
力

岡
田
隆
先
生

『基礎から学ぶ！

ストレッチング』

12月中旬発行です

Googleは数年前から、ハーバード
大学など主要な大学等の図書館と提携し、

権利者の許諾を得ずに700万作品以上の書籍を

無断でデジタル化してきました。これに対して

2005年出版社協会等が大規模な著作権侵害

訴訟を起こしました。現在和解が進めら

れているものの、デジタル化された

中に日本など米外国の著作も含
む等、問題は山積みです。

「
優
れ
た
書
籍
と
は
、

あ
る
枠
で
完
成
さ
れ
た
知
的
生
産
物
」

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
モ
ロ
ゾ
フ

「
ネ
ッ
ト
は
本
を
変
え
る
の
か
」

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク(

24(

44)
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次 号

予

告

Google Books


